第１号様式（第４条関係）

上尾市一般コミュニティ助成事業補助金交付申請書
令和○○年××月△△日
　（宛先）

　　　　　　上尾市長　畠山　稔　様
所　在　地　上尾市本町○－○－○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  申請者 団　体　名  上尾区自治会
代表者の氏名　上尾　太郎
　上尾市一般コミュニティ助成事業補助金交付要綱第４条の規定により、次のとおり申請します。

１　事業実施主体
	１　組織の名称
	　上尾区自治会

	２　事業所所在地
（電話番号）
	〒362－0014　
　上尾市本町３－１－１（048－○○○－××××）

	３　代表者氏名
	　上尾　太郎

	４　結成年月日
	　昭和○○年　×月△△日　　　


２　事業実施主体のコミュニティ活動内容
　　　上尾区自治会では、毎月いきいきクラブやだんらんの家などの高齢者を対象としたコミュニティ活動を行っています。また、子ども会による各行事など、子育て世代を対象とした事業も行っています。その他、年一回の夏祭りや運動会、敬老会、新年交流会など、季節ごとの各種行事を継続することで地域のコミュニティ作りに取り組むと共に、防犯訓練や防災訓練を通じた安心、安全な地域づくりも行っています。
３．助成申請額
	事業費総額
（A）
	一般財源等充当額
（B）
	助成申請額
（A―B）

	２，６００，０００円
	１００，０００円
	２，５００，０００円


＊一般財源等充当額（B）の財源内訳
	①自治会積立金
	②
	③
	④

	100,000円
	円
	円
	円


４　補助金の交付を必要とする理由
　　　当自治会の各コミュニティ事業の実施には、住民の高齢化と人数規模から相当数の机や椅子を必要としますが、既に購入から２０年以上が経過し損傷が激しく、必要数を確保できていません。また、ホワイトボードなどの備品もなく、円滑な行事の実施に大変苦労しております。
　　　自治会でも会館の修繕費等を積み立てているものの、建物修繕にも費用がかかっています。寄付金などで、これまでは最低限の補充などを行ってきましたが、現在は備品購入費用まで捻出できない状況です。より魅力的な行事を実施し、コミュニティ活動発展のためにも、補助金を申請します。
５　補助対象事業の実施計画
（１）　事業の目的

	備品名
	整備目的

	机
	利用者の健康面に対する対応と、利便性、安全確保のため

	椅子
	利用者の健康面に対する対応と、利便性、安全確保のため

	ホワイトボード
	各行事の円滑実施と参加者の理解度向上のため

	プロジェクター
	各行事の円滑実施と参加者の理解度向上のため


（２）　事業計画の内容
	備品名
	数量
	単価
	金額
	保管場所

	机
	50台
	40,000円
	2,000,000円
	自治会館内倉庫

	椅子
	100脚
	5,000円
	500,000円
	自治会館内倉庫

	ホワイトボード
	1台
	20,000円
	20,000円
	自治会館内倉庫

	プロジェクター
	1台
	80,000円
	80,000円
	自治会館内倉庫


（３）　事業効果
　　　　机、椅子の整備により、利用者の健康面での負担が軽減するほか、利便性が高まります。また、軽量化された製品を購入することで移動の際の負担も軽減され、安全面での改善も図られます。
　　　　ホワイトボードやプロジェクターの整備については、各行事の円滑実施と参加者の理解度の向上が期待できます。これにより、より魅力的な行事の実施が期待できます。
（４）　事業の実施予定及び完了予定
実施予定　令和○○年　▽月□□日
完了予定　令和○○年　×月△△日
６　宝くじの社会貢献広報の仕方
	設備名
	表示の仕方

	机
	天面上端にシール（6cm×6cm）を貼付

	椅子
	背もたれ裏面にシール（6cm×6cm）を貼付

	ホワイトボード
	前面上端にシール（6cm×6cm）を貼付

	プロジェクター
	製品上面端にシール（6cm×6cm）を貼付


７　補助金の振込先
	金融機関名
	　　　　上尾　　銀行　あげお　支店
　　銀行コード　　　　　　　　支店コード

	ふりがな
	　　　　あげおじちかい　かいちょう　あげお　たろう

	口座名
	　　　　上尾自治会会長　上尾　太郎　　　　　　　　

	預金種類
	　普通　預金
	口座番号
	№　１２３４５６７　　　　


８　添付資料（添付した書類を列挙すること。）
　　①総会資料（事業計画、予算書、規約含む）

　　②見積書
　　③カタログコピー
記入見本
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